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Be,Ambitio ｕｓ! Be,Ｇｅｎtleｍａｎ

甲府一高あおぞら会　会長　露木 和雄（甲府一高　昭和４５年卒）

新 年 明 けましてお めでとうござ います 。私 は甲 府 一

高 あお ぞら会 の 露 木 和 雄 と申します 。この 会 は、山梨

県 北 杜 市 白 州 町 のあお ぞら共 和 国の 運 営 を支 援しよ

うと平 成27 年2 月に設 立され甲 府 一 高 関係 者が 主に 運

営しているボランティア団 体 で す 。現 在 会員 は卒 業 生

などの他 そ の趣 旨に賛 同 する一 般 の方70 人を含 み総

勢290 名 ほどです 。私か あお ぞら共 和 国 のことを知った

のはあおぞら共 和 国 設立 より前 の平 成24 年 です。小 学

校 からの友 人 で小 児 科 医 の小 口 君 からの チャリティ

ウォーク参加 へ の 呼 び かけ がきっかけ でした。彼 の誘

いが 無 け れば、難 病 の 子 供 たちのことや 彼らと共 に生

きるご 家 族 の皆さまのことなどに無 関心 な人 生 を送っ

ていた ので はないかと考えます 。今となっては彼に心 か

ら感 謝しています 。

さてﾀｲﾄﾙ のＢｅ，Ambitio ｕs Ｂｅ， Ｇｅｎtｌｅｍａｎで

す が 、これ は大 正 時 代 に甲府 一 高 の 前 身で ある甲 府

中 学 校 長 を務 め た大 島正 建 氏 が 生 徒に 贈った言 葉と

伝えられています 。彼 は札 幌 農学 校( 現･ 北 海道 大 学

の前 身) 第 一 期 生としてクラーク博 士 の薫 陶 を受 け た

人 物 で す 。 齢65 歳 となった 私 にとって はＢｅ,Ambi-tio

ｕsとは、私 心を捨 て何 事 にも知 的 関 心 を抱 き行 為･

実 践 す る。Ｂｅ,Ｇｅｎtｌｅｍａｎとは、白分か 生 かされている

と常 に何 事 にも感 謝す る心 を持 つ 人でいなさい。という

ことで ないかと勝 手に解釈 をしています。

あお ぞら共 和 国 が 私 のふ るさと山梨 県 に 在り

私 か 住 む韮 崎 市 の 隣 の北 杜 市 に在 るのも縁 を

感じますし、そ の建 設 に 一 高ＯＢの小 口 医 師 が

深く関 わり、その友 人 であった私 か 一 高あおぞら

会の 代 表 を務 めることになったということも私 に

は奇 跡 の縁と言ってもよい かも知 れませ ん。あお

ぞら共 和 国を訪 れた際 、そこを利 用している、ま

たは 、これ から其 処 を利 用していく難 病 の子 供

たちとそ の 家 族 の皆 さん の 笑 顔を想 像 するとき

Ｂｅ,Ambitio ｕsとＢｅ,Ｇｅｎtｌｅｍａｎの 言 葉 が 私の

心 に湧いてきます。

甲 府 一 高 あ お ぞら 会 が 結 成 され たお 陰 で、

実 行 委 員 会メンバ ーによる例 会 など年 代 を超え

た 一 高ＯＢ、ＯＧとの 楽しい 交 流 の 時 間を持ってい ま

す 。また、同 窓 会○ ○ 周 年 記 念 事業 など期 限を定め た

運動 は 過 去もあったので す が 、こ の 会のように 無 期 限

の活 動を行う組 織を一 高 同 窓生 が支 えるといった運動

は かつ て無 かったもので す 。機 関 紙｢ がんば れ｣ に掲

載されたあお ぞら共 和 国 の 利 用 者 の皆 様 の声 を読む

とき､心 からこの甲 府 一高 あおぞら会の活 動をしていて

良 かったと思い ます 。現 在 は一 高 同 窓 生 の枠 を超えて

こ の 活 動 に 関 心 のあ る方 々も会 員 となってい ます 。

将 来 は 一 高 同 窓 生 では ない 方 々が 会 員 の過 半 数 を

超 えるようになっていけ ば 理 想 の 姿と言 える かもし れ

ませ ん。

今 後 、あお ぞら共 和 国 の 施 設 が 充実 されていき、そ

の 存 在 が 一 高 関係 者 や 山 梨 県 民 の みならず 全 国に

知 れ渡り支 援 の輪 が 一 高あ お ぞら会を超 えたものに

なっていけば いいなと思 います 。そ のためにも私 はＢｅ，Ambitio

ｕs とＢｅ,Ｇｅｎtｌｅｍａｎの気 持ちを常に忘 れず

にい たい と考えます 。私 にとり、このように生 きることは、

障 がい のある方々や その 家 族 の皆さまと共 に楽しく生

きるというその 生き方 そのものと言 えるのではない かと

思います 。

本 年 が 難 病 のこども支 援 全 国ネットワーク関係 者皆

様にとり幸多 い 年となりますことをお 祈り申し 上げ ます 。

甲府一高あおぞら会実行委員会の様子

－ ９－

場 所ｵ 目模 原 市　 おぐちこどもクリニック
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余 あおぞら共和国 ．゚ ▽|

秋のチャリティウォーク
2016 年10 月29日(土)、晴 天の朝、JR中央 線日野春駅

に、車いすのお子さんや､障害のあるお子さん、赤ちゃん

含め、総勢約110 名が集まりました。10時15 分に日野春

駅 前の公園を出発し､ 白州 の『あお　　　　　 ………

ぞら共和国 』までの約12Km を歩きま

した。たわわに実った柿や､所々色付

いた樹々や山々に秋の訪れを感じ、道

々楽しくおしゃべりしながら歩きます 。

舞鶴 松公 園で昼食、写真撮 影 ののち、

台ケ原 宿 で小 休憩して、『あお ぞら共

和国 』に先頭が到 着したのは、予 定通り14

時 半でした。

『あおぞら共和国』の宿泊 棟のデッキ

に上 がるスロープ の建 設 に使う板を、

お昼ご飯を食べて､ 後半も頑張るぞ一。

9 晦

ご参加いただいた方々にご寄附いただきました。ご寄附

いただいた板の裏には、みなさんに一言メッセージを書き

入れていただきました。

あおぞらのもと､ みんなで並んで歩きます

●･●●

スロープ用の板にメッセージを

書いて､ご寄附いただきました。

－10 －
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たまほくっ子in あおぞら共和国
たまほくっ子 は多摩北 部医療センター小 児科

に通院する在宅重症心身障害児の家族の会で

す。多摩北 部医療センターは東村山市にある一

般小児地域病院ですが､｢ 地域に暮らす全ての

子 供たちの健やかな発育と発達を支援 する｣ を

理念に､ 重症 児も分け 隔てなく受け入 れていま

す。特に近年は地域医師会と協力し在宅 移行支

援 に力を注いでおり､フォローする重症児の数も

増加しています。在宅 移行直後 は慣れない医療

ケアに忙 殺され､児も家族も心身ともに疲労 困堡

です。しかし､ 在宅開始直 後の家族が短期入所

などによる安 息を得る機会が提 供されていない

のが現状です。そのような背 景もあり、急 性期病

院ではあります が､ 東京都の承認を受けて短期

入所事業も行っています。

重症 児のフォローでは本児 のみならず､ 保護

者や兄弟までも含めて様々な困難に直面してい

ることを思い知らされます 。その一つに､ 家族旅

行が思うようにできず兄弟 のストレスがたまる。学

校の宿泊行事では医師が同伴していないために

制限が多く楽しくないなどの訴えを耳にします。そ

んな折､ 難病のこども支援全 国ネットワークが推

進する夢プロジェクトあおぞら共和国事業に出会

いました。外来にあおぞら共和国のパンフレットを

置いたところ､ＡＬＤ(副腎白質デイストロフイー)の

お子様を持つご家族から｢ぜひ利用したい｣と声

が上がり､｢皆で行ければ楽しいね｣と発展し､た

まほくっ子が結成されました。

10月15 日、3家族と医 師･看護師含めて総勢17

名 があおぞら共和 国でキャンプを行いました。計

画の最中は日照はほんの僅かで､毎週末に台風

娠‘ 。 ヽ

が襲来し天候は最悪でしたから､バーベキューや

ぶどう狩りが 実施できるか不 安でいっぱいでし

た。しかし､当口はここ数か月見た事が無いほど

の晴 天で､ 最高のキャンプ日和となりました。日本

一日照時間が長い地 域とは言え､ 秋の日は釣 瓶

落とし。ＢＢＱが始まる5時過ぎには､宵闇が迫って

肉の焼け加 減も怪しい状況でした。しかし､栗名

月が漆黒の闇を緩やかに照らし出し､月明かりの

ＢＢＱになりました。誕生日のお 祝い 会があり､花

火に興じ、皆で楽しく大浴場でリラックスもしまし

た。今年の日照不足と多雨のため､脆弱な葡萄は

病気に侵されたそうです。しかし､我々の到着を

最後の一棚にたわわに実った､甲斐路 が待ち受

けていてくれました。ずっしりと掌に伝わる実りを

感じながら､一房ずつブドウを摘み取ります。淡い

色調の房とは裏腹に､糖度の高い骨 太な味わい。

木漏れ日のもと秋風を胸いっぱいに吸い込んで、

思いのたけブドウを頬張りました。訪れた南アルプ

ス市の果樹園は､サクランボも栽培しておられると

聞き､次は6月に来ましょうと､早くも鬼を笑わせてし

まいました。昼も夜も秋に包まれて､ 銘々が命をか

みしめる一時になりました
Ｏ

あおぞら共和国を支えて下さる皆様と､運営の

御苦 労を担って下さる皆様､ 現 地でお 世話を焼

いて下さる方々への感謝を置き土産に帰路につ

きました。

11 －
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乱 あおぞら共和国 。

野外ステージ：背面

バックヤード内②

｜

｜

●

“あおぞら共和国”野外ステージが完成しました。
山 梨県 北 杜 市 白州 町 に建 設 中 の“あお ぞら共 和 国"

で、2017年2 月2日( 木) 野外 ステージが 完成しました。

この 野 外 ステ ー ジは、４号 棟 をご 寄 付 い た だい た｢

ザ･レジェンド･チャリテイプロアマトーナメント｣ 様 にいた

だい たご 寄 附 により建 設されました。大 きさはステージ

本 体 が 横8m ｘ奥 行き5m 、高さ約2m の壁 があり、そ の

後ろに約2.75 坪 のバックヤードが 附 属しています 。バッ

クヤードは 簡 素 な作りで はあります が 、着 替 えをしたり

準 備をし たり小 道 具を 置 い たりす ることが できます 。

電 源コンセントも設 置しており、スピーカーや 照 明なども

使 用 す ることが できます 。また 、ステー ジ上 の壁 は白く

塗 装されているので、プロジェクタを使い 映像 や 写真 を

映 すことができます。

今後この野外ステージを使い、たくさんの人が集まる

楽しいイベントを企画してまいります。ご期待ください!

野外ステージ：正面

バックヤード内①

ステージ袖

－11 －
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平成28 年度　 相模原 市｢ 心 の輪を広げる体験作文｣【小学生部門】 ◆優秀賞｢

わ た し の お と う と｣ 相 模原 市立 淵 野辺 小 学校 １年 遥 遠 嘉　

そうすけは、わたしのおとうとです。　　おおきいおねえちゃんのだうんちゃん

そうすけは三さいです。でも一さいくら　　が、おもしろいことをしました。ぽうで

いです。ままが、そうすけはだうんちゃ　　つんつんしているのがおもしろくてかわ

んで、ゆっくりさんといっています。わた　　いかったです。それでみんながわらい

しは､そうちゃんがごろごろしてよだれか　　ました。そうすけもちょっぴりわらいまし

けで、くるくるしてねっころがってあそん　　 た。そのおねえちゃんのおかげで、え

でいるところがかわいいとおもいます。　　　がおになりました。そのあと､きったす

八月二十八日、やまなしけんにある　 いかをたべました。みんなでつくったカ

「あおぞらきょうわこく」にいきました。　　レーもたべました。おいしかったよ。

あおぞらきょうわこくは、だうんちゃんが　　　 あおぞらきょうわこくの一にちは、た

あそぶところです。だうんちゃんのかぞ　　 のしかったしいっぱいわらいました。そ

くやだうんちゃんのおともだちが、たくさ　　うちゃんもたのしかったよね。そうちゃ

んいます。わたしは、そこでともだちが　　 んはいつもにこにこです。わたしは、

いっぱいできました。ゆめちゃんとさゆ　　そんなそうちゃんがだいすきだよ。そう

きちゃんとひさきちゃんといっしょにあそ　　 ちゃん、うまれてきてくれて､そ だってく

びました。プールや、すいかわりや､さ　　れてありがとう。これからも、よろ

かなつりをしました。すいかわりでは、　　しくね。

和 知 さ ん( １月 ご 利 用) 神 奈 川 県 在 住

夕焼けの富士山に迎えられお正月早々あ　　来馬が､ゴンドラと寒さを克服して雪山散歩

おぞら共和 国に帰国しました。

ここへ帰ると､時 間に追われないせいか、

いつもの生活では見られない子供たちの姿

を見られます。冬馬と来馬も布 団の準備を

手 伝ってくれました。そして毎 年同じ時 期

に､ 同じ場所を訪れることで成長も見られま

した｡ 昨 シーズンはゴンドラを怖がってい た

あおぞら共和国での1 枚

ふ

VS ‘ｌ≒／

を楽しむ事が出来るようになりました。

一番 の驚きは､ 冬 馬 の土 地勘です。夜、

外に行きたがったのでついて行ったら､歩 い

てコンビニへ買い物に行こうとしていたので

す。夏に訪 れた時に一度だけ歩いた道のり

をしっかり覚えていました。

子どもたち､ちゃんと成長しています。

ゴンドラからの車 窓

お兄ちゃんと会話中

氷

－12 －

そして私は､2号棟に宿泊していた吉竹

さん家族や遊びに来てくれた青柳さん家族

と楽しい時間を過ごして元気を沢山頂いて

帰って来ました。

私たちの心のふるさとを作ってくれたみ

なさまに､心から感謝いたします。

ありがとうございました。

スキー場の1枚

●
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春のﾁｬﾘﾃｨｳｫｰｸ& 草刈りﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
参加者募集のおしらせ

[チャリティウォーク]

恒例の新緑ウォーク(4月末開催)と秋のウォーク(10月末開催)

には､いつも大勢の皆さんのご参加をいただきありがとうございま

す。今年も下記の日程で開催いたします。春の萌木時の野山を見

ながら暖かな日差しを受けて､田園風景の中を歩きませんか。

○日　 時 ：２０１７年４月２２日( 土)

○コ ー ス：ＪＲ日野 春 駅( １０：１５出 発) ～あお ぞら

共 和国( 約１２ｋｍ、目標１４：３０到 着)

[初夏の草刈り]

初夏の草刈りボランティアに参加しませんか。昨秋は大勢の皆様の

ご参加で伸び放題｣ だったクズなどの雑草を刈り取っていただいたり、

敷地均しをしいていただいたりして見違えるようにきれいになりました。

○ 日　 時 ：５月 ２７日( 土) ・ ２８日( 日)

(どちらか1 日でも結構 です。)大 勢のご参加をお待ちしております。

※ともに小雨決行です。

※草刈りなどのボラティアに参加の方はボランティア保険の加入が必

要です。去年ご加入の方も４月から年度が替わりますので新たに加

入手続きが必要です。参加される方はお申し込みをお願いします。手

続きは難病ネットで一括申込いたします。平成28 年 度分は､一 人当

たり年間300 円 でした。当日現地で微収させていただきます。

★ 申　 込　 先 ：ａｏｚｏｒａ ＠ｎａｎｂｙｏｎｅｔ．０ｒ．ｊｐ

★ ウ ォー ク 申 込 締 切 り ：４月 １７日( 月)

※ウォーク参加は､メール件名(ウォーク申込)､お名前､電 話､グループ

参加の場合はグループ名もお願いします。

★ 草 苅 り 申 込 締 切 り ：５月 ２２日( 月)

※草刈り参加は､メール件名( 草刈り申込)､ お名前､ご住所､ 電話、

参加日､ボランティア保険の加入の有無。

※両方 の企 画に参加される方も別々に送ってください。

あおぞらふるさと祭りのお知らせ
“あおぞら共和国" の ボランティアなどで関わっていただいている

地元 の皆さんのご協力により､地 元の人達との交流や難病ネットあ

おぞら共和国の周知を兼ねて｢ あ おぞらふるさと祭り｣を開催いた

します。中央広 場には､ 芝 が植 わってあるので横になりながら音 楽

を聞いたり､お 昼寝したりもできます。多 数のお店が出店致します。

○ 日　 時 ：２０１７年 ５月 １３日( 土)

(１ １ ：００～１６：００)

内 容: 食 べ物屋や手作りショップなどの出店が多 数あり､他 にミニ

ライブ の開 催 や難病ネットの紹介ブースの出展も予 定して

おります。みなさま､お誘い合わせのうえご来場ください。

－13 －
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